
平成２０年度「くらしと土木の週間」記念事業

１．概要
  １１月９日（日）に一般の人にも土木を身近に感じて頂き、理解してもらおうと、現在、
開業に向けて進む新幹線工事と駅周辺整備の現場見学を行い、未来の熊本駅を語る
ワークショップを開催しました。　
　参加者は、一般公募による７１名の親子。午前中は、新幹線の高架上で説明を受けたり、
駅前では駅周辺のまちづくり計画やバリアフリー化などについて説明を受けるなどしました。
  午後からは、参加者全員によるワークショップを開催し、未来の駅について夢のある自由な
意見を出し合い、最後に子供たちがそれを発表するなど、楽しく有意義な１日を過ごしました。

２．内容
１）九州新幹線工事現場・熊本駅工事現場見学：１０時～１２時
２）プレゼンテーション　　　　　　　　　　：１３時００分～１４時

鉄道建設・運輸施設整備支援機構　熊本鉄道建設所長
ＪＲ九州熊本支社　施設担当課長
熊本大学　星野准教授

３）ワークショップ　　　　　　　　　　　　：１４時～１５時
参加者全員が８班にわかれ熊本駅の未来について討議し、各班毎に発表

３．行事の開催状況

　①　駅周辺のまちづくり計画について

②　バリアフリーについて

③　新幹線工事現場見学

「第２回新幹線・熊本駅工事現場見学＆
　  わたしたちが考える熊本駅の未来ワークショップ」開催

熊本駅でバリアフリーに
ついて学習しました。
　（八代高専  磯田先生）

■バリアフリーのマーク
が必要ない、全てがバリ
アフリーの駅になるとい
いなぁ～。

■駅は、誰が来ても他の
国の人が来ても分かりや
すく使いやすい駅にして
もらいたいです。

未来の駅について、駅前整備実
験箇所で勉強しました。
（熊本大学　星野先生）

■滑りにくく、透水性がある工
夫された舗装です。阿蘇の黒土
を混ぜています。

新幹線工事現場を見学、説明を
受けました。
（鉄道運輸機構　副所長さん）

■ここが駅舎で、新幹線が走る
ところで～す。

■レールの下は高くなってお
り、メンテナンスができるよう
いろんな工夫がなされていま
す。



４．ワークショップの状況と発表

駅全体が美術館 駅周辺にもっと活気がほしい

 ★１班★ こども図書館がある 街路樹の統一（樹種の選定）

駅の中に大きな木がある 歩道を柔らかい素材のモノにする

動く歩道の設置 狸がお出迎え

迷わない、わかりやすい駅 防犯対策として、青色蛍光灯にする

何度も来たくなる駅 広告の統一　

阿蘇山の模型をつくる 今日はここに来て楽しかった

熊本城の模型をつくる

花を玄関に飾る

駅東側の楠が見事なので残してほしい

子供も高齢者も身体が不自由な人にも等しく使いやすい駅

植栽に関してビオトープの概念を取り入れる

市電をもっとのばしてほしい 待ち合わせに利用したい場に

四季と熊本を感じられる駅 ゆったりと落ち着いた空間

駅の中に温泉を 用事がなくても行きたくなるよう駅に

エレベーターを増やしてほしい 駅前のタイルが滑りやすくて驚いた

ごみが落ちていないきれいな駅を 駐車場を複数に分ける

建物の中でも空が見える 駐車場の周辺に木を増やす

字をもう少し大きくしてほしい

身体障害者が使いやすい駅

駅だけ目立つのではなく、統一した景観を

エスカレーターで車いすが乗れるようなモノがいい ★２班★
階段を緩やかなスロープにしてほしい

手すりの取り外しができて、車いすの方が乗れるように

目が不自由な方が歩けるように、歩く場所に全部点字をつけてほしい

屋根の高い空間、水辺もあるといい

エスカレーターを縦1.5倍、横を人が三人乗れる広さにする

通路が広い駅（10ｍ）

切符の自動発券機を音声機能付きタッチパネルにする

ホームに自転車で入れるようにする

点字ブロックをつける 地下駐車場をつくる

現在、車いす用のスロープが急なので、なだらかにする

ｽｰﾂｹｰｽやﾍﾞﾋﾞｰｶｰが移動しやすいように、スロープ状の動く歩道

待ちあわせの目印となるモノ（オブジェ）があるといいです

  ★３班★ 電車が止まっても、駅で食・宿が困らないように

木陰で待ちあわせをしたい

九州新幹線に早く乗りたい

駅ができるのを楽しみにしている

入り口に段差がない市電がほしい 街全体、バリアフリー       

ゴミ箱を増やしてきれいな駅に 道の駅を熊本駅周辺につくってほしい

分別が出来るゴミ箱の設置 木だけではなく花も植える

熊本駅の日よけ　屋根の下にベンチ・遊具がほしい ★４班★
休憩場所を増やし快適な駅にする 足湯があればうれしい

乗り換え時間を楽しめるような駅 スポーツセンターをつくる

気持ちよく利用できる駅 ベビールームをつくってほしい

高齢者と子供が遊べる安全・安心な施設

駅舎の屋根を空が見えるように、ガラスにしてほしい

県内のおみやげが一度に購入できるようにしてほしい

バス・市電接近アナウンスをつける

目が不自由な方用に点字を入れる

駅前に今ある昭和レトロな飲食店もどこかに残してほしい



駅内にスクリーン映像で、県内イベント情報を発信する

 ★5班★ 駅の中に模型のスペースをとる

ホームの色づかいを増やす（新幹線と一体化する色）

熊本駅に展望台をつくる

駅は熊本城をイメージして石張りの通路を作成する

初めて来熊する人にも分かりやすい案内板、地図があればうれしい

市電の隣にバスセンターをつくる

手すりは握りやすく滑りにくいモノに

屋外イベントスペースをつくる

水がしみこむ道路は大賛成 滑りにくい道がいい

駅の周りが明るくてお店がにぎやかな町になってほしい

木を沢山市電の周りに植えて緑のトンネルをつくる

早く新幹線がとおるといいな

熊本の自然を　緑・水・農産物を特徴としてほしい

四季折々の野鳥や虫の声を流してほしい 新幹線の高架に上れて良かった

市電を駅近くまで乗りれる

大屋根の下にベンチやいすを置いて憩いの場となってほしい

歩道にはきれいな照りを埋め込み楽しい道に

駅前に噴水などの綺麗なものが出来てほしい

不自由な人でも楽しめる公園を作ってほしい

深夜でも安心して歩ける明るい道、街であってほしい

バスとＪＲの乗り入れを便利にしてほしい

阿蘇の石を使った、舗装が良かった ★6班★
熊本のおいしい水を生かして駅の前に水を販売してもらいたい

畑を作って農作物を作ってほしい

熊本が綺麗になったらいいな

熊本についてすべて分かり、また来たいと思わせるような駅に

熊本のイメージ“緑”と“水”を強調するために木陰を多くし小さな川を設置する

駅構内でショッピングが出来るおしゃれなお店があればいい

 （土産・ロアッソ用品・熊本の水をアピールしたお店）

駅構内に水辺をイメージした噴水を設置、地下水をアピールし“水の都”くまもと

インフォメーションセンター充実、通訳できる人を常駐

海外旅行者に分かりやすく、英語、韓国語、中国語て案内を

障害者優しくするために、駅前中央を特にバリアフリーにする

大きな木の下で遊べる場所

  ★7班★ 照明を“ＬＥＤ”等にし“省エネ”を意識させる

バス乗り場を少し広げる 駐輪場を設ける

夏は夜市をやってほしい 年に一回花火大会をする

坪井川・白川に、水上バスを走らせてみては

鹿児島中央駅の観覧車のように、

熊本駅にもシンボルとなる建物を造ってほしい

緊急時に耳が不自由な人のために電光掲示板で知らせる ★8班★
駅にエレベーターがほしい

駅前に公園が欲しい

ジャングルジム、滑り台が一緒になった遊具がほしい

熊本タワー 鉄道博物館

木立やベンチ、芝生があって、ごろ寝が出来る

町中に緑があふれているから、気持ちが良くなるように

芝生の通路

ミニ水前寺公園をつくる

第２交通センターをつくりバスと鉄道のアクセスをよくする



５．参加者の皆さんの感想、ご意見

子供たちから…

・新幹線の工事中が見れてうれしかったです。

・とても楽しかったです。またこの機会があればきたいです。

・今日は工事現場を見たりして楽しかったです。階段を上るとき、だんだん高くなっていくから、怖かったけど、

　降りるときは早く降りられました。ユニバーサルデザイン（バリアフリー）の説明のとき、

　一生懸命メモをしました。それから帰ってお昼ご飯を食べました。おいしかったです。

　午後になって、ワークショップをしました。ワークショップで意見を出し合って、いっぱい意見が出ました。

　それから発表しました。発表が終わって記念品をもらいました。

・今日１日、普通は入れない新幹線の工事現場に入って、建設中の中をたくさん見せてもらって、また工事の話を

　聞かせてもらい、車椅子の体験、バリアフリーなど勉強のあと、おいしい昼食を食べて、ワークショップをし、

　たくさん意見を出しあって、今日１日楽しかったです。

・今日はめったに体験できないことをできて、とてもラッキーでした。

　これだけの工夫がなされているのはびっくりでした。また参加したいです。

・駅の工事現場の見学で、新幹線ホームに上ったとき、穴があいていたので、何かと思ったら、雨が降った時の

　水抜きだとは驚きました。下りると、水抜きから水が１滴ずつ落ちていました。他にも新幹線の駅のモデルだ

　ということを知って、びっくりしました。

・今日の土木の日を楽しめたのがよかったと思います。

・熊本駅のお店を博多駅のように地下に作って、駅舎を１階立てにして、エスカレーターが動く歩道のように

　すればいいと思う。　

大人たちから…

・今日１日ありがとうございました。イソダ先生のバリアフリー＝U.Dが増えるが心に残りました。

　「U.Dマークが必要のない、全てがU.Dマークである駅」そして熊本市になるといいなと思います。

・ホームが高くなっていて、メンテナンスや掃除等、人が通れるようになっていること、

　いろんな工夫と努力で駅がつくられていることに気付きました。ありがとうございました。

・今日はとても楽しいワークショップでした。駅については自転車置場の充実をお願いしたいです。

　通勤する時、駅を使っていましたが、いつもどこに自転車を置くか悩んでいました。よろしくお願いします。

・工事中の駅など、普通だと体験できない経験をさせていただき、ありがとうございました。

　夢のあるワークショップも子供も楽しく参加していました。九州新幹線の開通を楽しみにしています。

・障害者のことも考えず、ただ歩いていた街なみ。一つ一つ自分にかえて考えると不便さが目立つ。

　熊本をよりよい街にしたいなら「自分だったら・・・」とおきかえて、考えるべきである。

　また実際に、健常者の意見より、障害者の方々に意見を聞き、見直していくべきだと思います。

・駅の周辺は私が生まれてから今まで４０年ほどは、あまり変化がなく、開発には難しい地域なのでは

　という思いがありましたが、新幹線が通ることによって、いろんな方がいろんな方面で努力されているのが、

　今回の見学会で知ることができ、近い将来、すばらしい熊本駅に出会えるだろうと期待でいっぱいです。

　またたくさんの人が利用できて、明るい駅、活気ある熊本市になればいいと思います。

　駅に関する意見交換会をたくさん作ってほしいです。（完成前も完成後も）

見学の後、
みんなで写真撮影

←１～４班
　　　５～８班→




